男女共同参画に関する市民意識調査
ご協力のお願い
　日ごろから岐阜市政にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　岐阜市では、平成１６年に「岐阜市男女共同参画基本計画」を策定し、性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる「男女共同参画社会」の実現を目指して、さまざまな取り組みを進めて参りました。

　計画策定から３年余りの間にも、男女共同参画を取り巻く環境は大きく変化しています。市民の皆様のご意見と現状をお尋ねし、岐阜市の施策に反映していくため「男女共同参画に関する市民意識調査」を実施いたします。

調査にあたり、市内にお住まいの２０歳以上の男女３，０００人を、住民基本台帳から無作為に選ばせていただきました。この調査は無記名で、お寄せいただいた回答は統計的に処理しますので、個人のお名前が出たり、調査の目的以外に使われてご迷惑をおかけすることは一切ございません。

ご多用のところ、誠に恐縮でございますが、ご協力いただきますようお願い申し上げます。

　平成１９年１０月

岐阜市長　細江　茂光


お問い合わせ先　　岐阜市 市民参画部 男女共同参画室

　　　　　　　　　　〒500-8701　岐阜市今沢町18番地

 　 電　話 ： ０５８－２６５－４１４１（内線６１７１） 

　　　　　　　　　　　　Ｅ-mail： danjo@city.gifu.gifu.jp
（1） 男女平等に関する意識について、おうかがいします。　　　　　　　　　
問１　あなたは「男は仕事、女は家庭」という考えについてどのように思いますか。次の中から１つだけ選んでください。【1,657件】
　　

　　１　同感する　9.4
　　２　どちらかといえば、同感する　39.9

　　３　どちらかといえば、同感できない　22.7
　　４　同感できない　20.0
　　５　わからない　4.9　　　　　無回答　3.1
問２　あなたは、次にあげる分野における男女の地位についてどう思いますか。次のア～クのそれぞれの項目について、当てはまると思うものを各１つずつ選んでください。【1,657件】
	
	男性が優遇されている
	どちらかといえば男性が優遇されている
	平等である
	どちらかといえば女性が優遇されている
	女性が優遇されている
	どちらともいえない
	無回答

	ア　家庭生活では
	15.7
	41.5
	23.7
	5.9
	2.7
	7.7
	2.8

	イ　職場では
	28.2
	40.3
	15.0
	3.7
	1.1
	6.1
	5.6

	ウ　学校教育の場では
	5.3
	15.0
	55.3
	3.3
	0.8
	12.8
	7.5

	エ　政治の場では
	33.3
	37.6
	16.5
	1.0
	0.1
	5.9
	5.6

	オ　地域での活動では
	12.2
	33.6
	30.7
	5.7
	1.3
	10.7
	5.9

	カ　法律や制度では
	11.8
	26.6
	37.5
	5.1
	1.3
	11.5
	6.1

	キ　しきたりや慣習では
	32.0
	40.7
	12.6
	2.3
	0.7
	7.5
	4.2

	ク　社会全体では
	16.8
	53.5
	13.8
	2.8
	0.9
	8.5
	3.6


問３　あなたは、次にあげることばを、見たり聞いたりしたことはありますか。次のア～クのそれぞれについて、当てはまると思うものを各１つずつ選んでください。【1,657件】
	
	内容まで
知っている
	見聞きした

ことはある
	知らない
	無回答

	ア　男女共同参画社会基本法
	4.2
	42.4
	50.0
	3.4

	イ　男女雇用機会均等法
	29.9
	56.2
	10.3
	3.6

	ウ　育児・介護休業法
	26.9
	58.0
	10.6
	4.5

	エ　岐阜市男女共同参画推進条例
	2.5
	21.8
	70.2
	5.4

	オ　セクシュアル・ハラスメント
	56.3
	27.9
	10.9
	4.9

	カ　ジェンダー（社会的性別）
	11.2
	28.2
	55.3
	5.2

	キ　ポジティブ・アクション（積極的格差是正措置）
	2.7
	21.2
	70.8
	5.4

	ク　ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）
	3.4
	30.8
	61.1
	4.6


（２）家庭生活について、おうかがいします。　　　　　　　　　　　　　　　
以下の問いで、「結婚」ということばは、法律婚だけでなく事実婚も含みます。

問４　あなたの家庭では、次にあげるような家事や育児などについて、主に誰が担いますか。次のア～カのそれぞれの項目について各１つずつ選んでください。

　　　現在、結婚していない方は、結婚していたときどうであったか、又は、結婚した場合にどのように行うつもりかを選んでください。【1,657件】
	
	主として夫
	夫と妻が同じくらい
	主として妻
	その他の人
	家族全員
	該当
しない
	無回答

	ア　掃除
	2.4
	13.2
	75.4
	1.2
	5.2
	
	2.7

	イ　洗濯
	1.5
	7.4
	85.0
	1.2
	2.1
	
	2.8

	ウ　食事のしたく
	1.2
	5.7
	88.1
	1.3
	1.4
	
	2.3

	エ　食事の後片付け
	3.6
	12.4
	74.4
	1.7
	4.8
	
	3.1

	オ　看病や介護
	1.1
	16.7
	52.8
	1.9
	9.5
	13.5
	4.5

	カ　育児
	0.3
	14.3
	65.9
	0.6
	4.9
	9.8
	4.2


問５　＜結婚していない方にお聞きします＞　あなたは、自分自身の結婚についてどのようにお考えですか。次の中から１つだけ選んでください。【223件】

　　１　結婚の予定がある　9.9
　　２　もう少し仕事や勉強などをしてから、いずれ結婚したい　20.6
　　３　結婚したいと思っているが、まだよい相手にめぐりあわない　32.7
　　４　結婚したいと思っているが、仕事などとの両立がむずかしい　6.3
　　５　今のところ結婚するつもりはない　24.7
　　６　その他　1.3
　　７　わからない　2.2　　　　　　　　　無回答　2.2

問5-1 　＜今のところ結婚するつもりはないと答えた方にお聞きします＞　その理由は何ですか。次の中からいくつでも選んでください。【55件】

　　１　仕事や趣味などに専念したいから　25.5
　　２　結婚生活にともなう家事・育児にしばられたくないから　27.3
　　３　今の自由や気楽さを失いたくないから　38.2
　　４　結婚生活にともなう配偶者の親、兄弟などとの関わりを避けたいから　20.0
　　５　自分の親や家族の面倒をみるため　9.1
　　６　結婚して生計を維持していく自信がないから　29.1
　　７　結婚の必要性を感じないから　60.0
　　８　その他　5.5　　　　　　　　　　　無回答　1.8

問６　最近、出生率が低下し、少子化傾向が進んでいますが、あなたは、何が原因だと思いますか。次の中からいくつでも選んでください。【1,657件】

　　１　子育てにお金がかかるから　69.2
　　２　出産や育児は精神的・肉体的負担が大きいから　31.4
　　３　住宅事情が悪いから　12.7
　　４　子育てを支援する制度や環境が十分でないから　41.6
　　５　子育ては母親の負担が大きく、父親の協力が足りないから　28.2
　　６　子育てと仕事の両立が難しいから　60.8
　　７　子育てに自信が持てない人が多いから　21.8

　　８　結婚しない人や晩婚の人が増えたから　64.0
　　９　子どもよりも夫婦を中心に生活を考える人が増えたから　23.1
　　10　子どもは少なく生んで十分手をかけて育てたいという人が増えたから　24.1
　　11　子どもを取り巻く社会環境に不安があるから　35.2
　　12　その他　5.1
13　わからない　1.1　　　　　　　　　　　無回答　1.9

問７　あなたは、安心して子どもを生み育てるためには何が必要だと思いますか。次の中から特に必要だと思うものをいくつでも選んでください。【1,657件】

　　１　出産・育児に対する経済的な支援の拡充　68.1
　　２　保育サービスの充実　44.7
　　３　ファミリー・サポート・センター事業や留守家庭児童会（学童保育）など

地域の子育て支援の充実　40.6
　　４　子育て中の柔軟な勤務形態の普及　49.5
　　５　父親が子育てに十分かかわることができる職場環境の整備　40.0
　　６　出産・子育て後に再就職しやすい制度づくり　58.4
　　７　子育て中の仲間づくり支援　15.3
　　８　子育ての悩み相談の充実　28.3
　　９　子育て中の専業主婦のリフレッシュ支援　22.3
　　10　ひとり親家庭の支援　24.2
　　11　その他　3.3
12　わからない　2.1　　　　　　　　　　　　　　無回答　3.8


問８　子育てに関して「男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てるのがよい」という考えがありますが、この考えについて、あなたはどのように思いますか。次の中から１つだけ選んでください。【1,657件】
　　

　　１　同感する　34.3
　　２　どちらかといえば、同感する　41.3
　　３　どちらかといえば、同感できない　11.8
　　４　同感できない　7.0
　　５　わからない　4.3　　　　無回答　1.3
問９　あなたは自分の老後について、どのような不安を感じていますか。次の中からいくつでも選んでください。【1,657件】

　　１　生活費のこと　68.0
　　２　住宅のこと　16.8
　　３　自分の健康のこと　70.1
４　面倒を見てくれる身寄りがないこと　10.4
　　５　自分が寝たきりや病気になったときのこと　67.1
　　６　配偶者が寝たきりや病気になったときのこと　53.3
　　７　配偶者に先立たれること　31.4
　　８　社会との関わりや話し相手がないこと　9.0
　　９　就労の機会が減ること　16.2
　　10　適当な趣味がないこと　10.9
　　11　その他　2.0
12　特に不安は感じていない　2.8　　　　　　　　　　無回答　0.9

問10 　家族等の介護についてあなたはどう考えますか。次の中から１つだけ選んでください。【1,657件】

　　１　主に男性が介護するべきである　0.2
　　２　主に女性が介護するべきである　3.7
　　３　男性と女性が協力して介護するべきである　70.4
　　４　男女にかかわらず、主に実の子どもが介護するべきである　9.0
　　５　原則として社会が行うべきである　8.1
　　６　その他　2.2
　　７　わからない　2.4　　　　　　　　　　　　　　　無回答　4.0
問11 　寝たきりの高齢者や体の不自由な人の介護について、これからはどのような方法が望ましいと思いますか。次の中から１つだけ選んでください。【1,657件】

　　１　自宅で、主として家族・親族が介護する　3.1
　　２　自宅で、介護保険制度などのサービスを利用しながら、家族・親族が介護する　44.2
　　３　地域の人々や友人同士で助け合う　1.3
　　４　専門的な施設や病院に入って介護を受ける　43.3
　　５　その他　1.3
　　６　わからない　3.0　　　　　　　　　　　　　　　　無回答　3.7

（３）地域での活動について、おうかがいします。　　　　　　　　　　　　　　　
問12 　あなたは、日頃、地域でどのような活動に参加していますか。次の中から参加したことのあるものをいくつでも選んでください。【1,657件】

　　１　自治会など地域の団体の活動　49.8
　　２　共同購入や消費者問題に関する活動　4.0
　　３　ＰＴＡや子ども会、青少年グループなどの指導　19.6
　　４　趣味・教養・学習・スポーツなどのサークル活動　20.6
　　５　国際交流活動　1.0
　　６　自然保護、生活環境を守る活動　2.9
　　７　上記以外のボランティア活動　6.9
　　８　その他　0.5
　　９　参加したことがない　32.4　　　　問12-3へ　　　　　　　無回答　2.7

問12-1 　＜地域での活動に参加したことのある方にお聞きします＞　あなたは、その活動の現状について、どう感じていますか。次の中から主なものをいくつでも選んでください。【1,075件】

　　１　男女が平等に活動している　38.6
　　２　団体の会長には男性が就き、女性は補助的な役割を受け持つことが多い　45.3
　　３　会議等において、男性には発言しにくい雰囲気がある　1.6
　　４　会議等において、女性には発言しにくい雰囲気がある　8.3
　　５　責任ある役割を担いたいが、任せてもらえない　0.5
　　６　その他　3.9　　　　　　　　　　　　　　無回答　19.0
問12-2 　＜地域での活動に参加したことのある方にお聞きします＞　あなたは、その活動の中で何か役職に就いたことがありますか。次の中から１つだけ選んでください。【1,075件】

　　１　現在就いている、または過去に就いたことがある　46.3
　　２　就いたことはない　42.4　　　　　　　無回答　11.3
問12-3 　＜地域での活動に参加したことがない方にお聞きします＞　活動していない理由は何ですか。次の中から主なものをいくつでも選んでください。【537件】

　　１　自分に適した活動が見つからない　17.7
　　２　仕事や家事が忙しく、時間的に余裕がない　47.5
　　３　一緒に参加する仲間がいない　16.8
　　４　経済的な余裕がない　11.2
　　５　人間関係がわずらわしい　18.1
　　６　家族の協力や理解が得られない　1.1
　　７　健康や体力に自信がない　13.2
　　８　地域での活動に関心がない　19.7
　　９　その他　8.4
10 特に理由はない　11.9　　　　　　　　　　　　無回答　1.1

問13 　「男性はもっと地域での活動や家庭生活における活動に参画する必要がある」という考えがありますが、あなたはこの考えについてどのように思いますか。次の中から１つだけ選んでください。【1,657件】

１ 同感する　30.5　　　　　　　　　　　　　２ どちらかといえば、同感する　47.7

３ どちらかといえば、同感できない　5.3　　 ４ 同感できない　1.5

５ わからない　11.4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無回答　3.6

問14 　今後、男女がともに家事、子育てや教育、介護、地域での活動などに積極的に参加していくためには、どのようなことが必要だと思いますか。次のア～コのそれぞれについて、当てはまると思うものを各１つずつ選んでください。【1,657件】
	
	そう思う
	そう
思わない
	わから
ない
	無回答

	ア　男女の役割分担についての社会通念、慣習、しきたりを改めること
	56.1
	19.5
	17.3
	7.1

	イ　仕事中心という社会全体の仕組みを改めること
	56.2
	21.2
	14.5
	8.0

	ウ　男性の仕事中心の生き方、考え方を改めること
	51.5
	27.0
	12.9
	8.7

	エ　妻が、夫の経済力や出世だけを求めないこと
	60.0
	17.6
	14.7
	7.6

	オ　労働時間短縮や休暇制度を普及させること
	64.1
	16.7
	10.6
	8.6

	カ　男性の男女共同参画に対する関心を高めること
	57.2
	10.8
	22.6
	9.5

	キ　夫婦の間で家事などの分担をするように十分に話し合うこと
	69.0
	14.8
	9.2
	7.0

	ク　男性が、家事などに参加することに対する抵抗感をなくすこと
	72.3
	12.6
	7.8
	7.2

	ケ　仕事と家庭の両立などの問題について相談できる窓口を設けること
	45.0
	23.8
	22.5
	8.8

	コ　家事などを男女で分担するようなしつけや育て方をすること
	61.6
	18.3
	13.2
	6.9


（４）就業について、おうかがいします。　　　　　　　　　　　　　　　　　
問15 　あなたは、収入をともなう仕事をしていますか。（仕事には、パート、自営業、臨時、内職などを含みます。）【1,657件】

　　１　している　63.6      問15-1へ
　　２　していない　34.9　　　問15-2へ　　　　無回答　1.4

問15-1 　＜仕事をしている方にお聞きします＞　あなたが働いているのは、どのような理由からですか。次の中から主なものをいくつでも選んでください。【1,054件】

　　１　生計を維持するため　78.1
　　２　自分で自由になるお金を得るため　34.6
　　３　自分の能力・資格を生かすため　23.0
　　４　働くことが生きがいだから　17.1
　　５　社会や他人とのつながりを持つため　32.6
　　６　時間に余裕があるため　10.2
　　７　働くのはあたりまえだから　44.3
８　その他　2.7　　　　　　　　　　　　　　　無回答　0.5

問15-2 　＜仕事をしていない方にお聞きします＞　あなたは過去に収入になる仕事をしたことがありますか。【579件】

　　１　はい　92.1　　　　　２　いいえ　6.2　　　　　　無回答　1.7

問15-3 　＜過去に仕事をしていた方にお聞きします＞　その仕事をやめた理由は何ですか。次の中から主なものをいくつでも選んでください。【533件】

　　１　結婚のため　19.1　　          　　　 ２　出産・育児のため　16.5
　　３　親や病気の家族の介護をするため　8.6　４　家族の理解・協力が得にくいから　2.3
　　５　労働条件に不満があったから　5.4　　　６　仕事の内容が合わなかったから  6.4
　　７　勤務先の都合で　12.2　　　　　　　　
    ８　大学などに行ったり、資格を取るため  1.1
　　９　家業に就くため  3.4　　　　　　　　　10　定年になったから  36.8
　　11　その他  8.3
12　特に理由はない  5.1　　　　　　　　　　　　　　無回答　1.5

問15-4 　＜仕事をしていない方にお聞きします＞　今後、働きたいと思いますか。【579件】

　　１　働きたい　31.1　２　働きたくない　31.4　３　わからない　16.1　無回答　21.4

問15-5 　＜今後働きたい方にお聞きします＞　どのような形で働きたいとお考えですか。次の中から１つだけ選んでください。【180件】

　　１　常勤の仕事　23.3　　　　　 ２　パートタイム、アルバイト、非常勤など　52.2
　　３　自分で事業をしたい　5.6　　４　家業の手伝い  5.6
　　５　内職　8.9　　　　　　　　  ６　その他  3.3            無回答　1.1

問16 　あなたは、一般的に、女性が職業をもつことについてどう思いますか。次の中から１つだけ選んでください。【1,657件】

　　１　女性は職業をもたない方がよい　1.1
　　２　結婚するまでは、職業をもつ方がよい　5.6
３　子どもができるまでは、職業をもつ方がよい　7.7
　　４　子どもができても、ずっと職業を続けるのがよい　20.0
　　５　子どもができたら、いったん退職し、大きくなったら再び職業をもつのがよい　51.6
　　６　その他　4.8
　　７　わからない　4.6　　　　　　　　　　　　無回答　4.6

問17 　女性が職業を持ち続けていくうえで、障害と思われることは何ですか。次のア～クのそれぞれについて、当てはまると思うものを各１つずつ選んでください。【1,657件】
	
	そう思う
	そう
思わない
	わから
ない
	無回答

	ア　家事や育児・介護との両立がむずかしい
	87.4
	3.7
	2.4
	6.5

	イ　家族の協力や理解が得られない
	47.6
	30.7
	11.7
	10.1

	ウ　育児休業や介護休業などの制度が不十分である
	64.9
	13.5
	12.9
	8.7

	エ　職場が結婚・出産した女性を嫌う傾向がある
	44.7
	26.8
	18.7
	9.8

	オ　職場が責任ある仕事を女性に任せない
	36.4
	32.5
	21.3
	9.8

	カ　男性に比べて賃金が安く、職種も限られている
	54.7
	20.9
	14.8
	9.6

	キ　保育施設の数や内容が十分でない
	62.1
	11.1
	17.6
	9.2

	ク　女性自身の職業に対する自覚が不足している
	35.8
	31.7
	22.7
	9.8


問18 　男性も育児・介護休業が取れますが、このことについて、あなたはどうお考えですか。次の中から１つだけ選んでください。【1,657件】

　　１　男性も育児・介護休業を積極的に利用すべきである。　14.7
　　２　男性も育児・介護休業が取れることは賛成だが、現実には取りづらいと思う。　75.4
　　３　育児・介護は女性がするべきであり、男性が休業を取る必要はない。　6.4
　　　　無回答　3.6

（５）学校教育について、おうかがいします。　　　　　　　　　　　　　　　
問19 　あなたは、男女平等の社会をつくるために、学校教育の場で力を入れることは何だと思いますか。次のア～カのそれぞれについて、当てはまると思うものを各１つずつ選んでください。【1,657件】
	
	そう思う
	そう
思わない
	わから

ない
	無回答

	ア　出席簿の順番など、不要に男女を分ける習慣をなくす


	23.9
	56.8
	12.9
	6.4

	イ　進路指導において、男女の別なく能力を生かせるよう配慮する


	79.2
	7.8
	7.8
	5.1

	ウ　副読本等に性別で役割を固定するような表現がないか常にチェックを怠らない
	25.6
	33.1
	33.9
	7.4

	エ　男女の平等と相互の理解や協力についての学習を充実する


	68.1
	11.0
	14.7
	6.1

	オ　教員に男女平等についての研修を推進する


	54.0
	18.0
	21.8
	6.2

	カ　管理職（校長や教頭）に女性を増やしていく


	44.2
	26.8
	23.5
	5.5


（６）人権について、おうかがいします。　　　　　　　　　　　　　　　　　
問20 　あなたが、女性の人権が尊重されていないと感じるのはどのようなことですか。次の中からいくつでも選んでください。【1,657件】

　　１　売春・買春　38.5
　　２　女性の働く風俗営業　30.8
　　３　家庭内での夫から妻への暴力（酒に酔ってなぐるなど）　51.8
　　４　職場におけるセクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）　52.7
　　５　女性のヌード写真などを掲載した雑誌　22.1
　　６　女性の体の一部や媚びたポーズ・視線を内容に関係なく使用した広告など　23.2
　　７　女性の美貌を競うミス・コンテスト　7.9
　　８　「女流作家」「○○女史」のように女性だけに用いられる言葉　8.8
　　９　女性に対するストーカー（つきまとい行為）　37.1
10 痴漢行為　53.0
11 その他　1.4
12 特にない　6.5
13 わからない　8.1　　　　　　　　　　　　　無回答　3.1

問21 　医療機関には、女性専門の外来を設けているところがあります。このことについて、あなたはどう思われますか。次の中から１つだけ選んでください。【1,657件】

　　１　利用したことがある　3.9
　　２　利用したことはないが、必要だと思う　70.5
　　３　必要ないと思う　9.2
　　４　その他　0.8
　　５　わからない　11.6


問22 　セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）について、あなたはどのようにお考えですか。次のア～クのそれぞれについて、当てはまると思うものを各１つずつ選んでください。【1,657件】
	
	そう思う
	そう
思わない
	わから

ない
	無回答

	ア　行政が措置を強めるべきだ


	47.1
	23.2
	19.8
	9.9

	イ　会社が責任を持って対策を持つことが必要だ
	68.1
	12.3
	10.3
	9.2

	ウ　あくまで当事者間の問題だと思う


	28.7
	52.1
	10.0
	9.1

	エ　マスコミなどの過剰反応だと思う


	31.9
	39.8
	19.1
	9.2

	オ　女性（または男性）を対等に扱わない意識を変える必要がある
	54.4
	13.9
	21.0
	10.7

	カ　被害者がはっきりと拒絶するべきだ


	65.7
	12.2
	14.0
	8.1

	キ　何がセクハラに当たるのか不明なのではっきりさせるべきだ
	60.4
	14.3
	16.8
	8.6

	ク　ちょっとしたことでもセクハラとされてしまうので不安である
	49.5
	19.2
	21.6
	9.7



問23 　＜少し立ち入った質問ですが、差し支えなければお答えください＞　最近、夫婦、恋人同士などの親しい間で、主に、女性が男性から身体的・心理的な暴力を受けること（ドメスティック・バイオレンス＝ＤＶ）が問題視されていますが、あなたはＤＶを身近で見聞きしたり、経験したことがありますか。次の中からいくつでも選んでください。【1,657件】

　　１　身近な人から相談を受けたことがある　5.2
　　２　身近な人に暴力を受けた当事者がいる　10.4
　　３　医師の治療の必要はない程度の暴力を頻繁ではないが受けたことがある　2.8
　　４　医師の治療の必要はない程度の暴力を頻繁に受けたことがある　0.6
　　５　医師の治療が必要となるほどの暴力を受けたことがある　0.9
６　命の危険を感じるほどの暴力を受けたことがある　0.4
　　７　暴力がテレビや新聞などで問題になっていることは知っている　60.3
　　８　暴力を行ったことがある　1.8
　　９　暴力について見聞きしたことはない　13.6
　　10　その他　0.5　　　　　　　　　　　　　　　　　　無回答　19.3

問23-1 　＜問23で３～６のいずれかを選んだ人にお聞きします＞　そのときあなたは、だれかに打ち明けたり、相談しましたか。次の中からいくつでも選んでください。【62件】

　　１　家族　22.6
　　２　友人・知人　41.9
　　３　専門家（医師・カウンセラー・弁護士など）　11.3
　　４　人権擁護委員　1.6
　　５　相談機関　1.6
　　６　その他　1.6
７　どこ（だれ）にも相談しなかった　35.5　　　　　　無回答　3.2

問23-2 　どこ（だれ）にも相談しなかったのは、どのような理由からですか。次の中からいくつでも選んでください。【22件】

　　１　どこ（だれ）に相談してよいのか分からなかったから　18.2
　　２　恥ずかしくてだれにも言えなかったから　31.8
　　３　相談しても無駄だと思ったから　50.0
　　４　相談したことが分かると、仕返しを受けると思ったから　18.2
　　５　相談した相手の言動に、より不快な思いをすると思ったから　13.6
　　６　自分さえ我慢すれば、このままやっていけると思ったから　13.6
　　７　世間体が悪いから　9.1
　　８　他人を巻き込みたくなかったから　22.7
　　９　そのことについて思い出したくなかったから　9.1
　　10　自分にも悪いところがあると思ったから　36.4
　　11　相談するほどのことではないと思ったから　31.8
　　12　その他　9.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　無回答　0.0

（７）市の男女共同参画推進に関する施策について、おうかがいします。　　　
問24 　ＪＲ岐阜駅東隣にあるハートフルスクエアーＧの２階に、岐阜市の男女共同参画を推進する拠点施設として「岐阜市女性センター」がありますが、ご存知ですか。【1,657件】

　　１　名前を知っていたし、男女共同参画を推進するための施設であることも知っていた。　6.2
　　２　名前は聞いたことがあるが、女性対象の施設だと思っていた。　11.6
　　３　名前も目的も知らなかった。　77.2
　　４　その他　0.4　　　　　　　　　　　　　無回答　4.7
　　
問25 　あなたは、「岐阜市女性センター」を利用したことがありますか。【1,657件】

　　１　はい　1.2　　　　　２　いいえ　93.4　　　無回答　5.4

問25-1 　＜女性センターを利用したことがある方にお聞きします＞　あなたは、どのような形で利用しましたか。次の中からいくつでも選んでください。【20件】

　　１　女性センターの催し物や講座に参加した　40.0
　　２　自主的な活動の場として女性センターを利用した　15.0
　　３　情報コーナー（インターネットなど）を利用した　20.0
　　４　女性センター相談室を利用した　25.0
　　５　その他　5.0　　　　　　　　　　　　　無回答　30.0

問26 　あなたは女性センターにどのような事業を期待しますか。次の中から主なものをいくつでも選んでください。【1,657件】

　　１　男女共同参画に関する情報の提供　26.0
２　男女共同参画に関する問題の調査・研究の充実　16.3
　　３　講座・講演会などの企画・開催　21.8
　　４　就職講座などによる女性の就業支援　28.1
５　相談窓口の充実　27.3
　　６　ボランティア活動、ＮＰＯ活動などの支援　13.8
　　７　仲間を見つけたり、交流するための機会や場所の提供　17.4
８　男女共同参画リーダーの育成　8.4
９　その他　1.0
10 特にない　17.9　　　　　　　　　　　　　　　　無回答　22.0

問27 　あなたは男女共同参画社会実現のために、行政（国･県･市）はどのようなことに力を入れていくべきだと思いますか。次の中から主なものをいくつでも選んでください。【1,657件】

　　１　法律・制度の制定や見直し　26.4
　　２　女性を政策決定の場や管理職に積極的起用　22.8
　　３　各種の団体における女性リーダーの養成　17.3
　　４　職場における男女の均等な取り扱い　39.0
　　５　女性の職業教育や職業訓練の充実　22.9
　　６　男女がともに多様な働き方を選択できる環境整備　43.8
　　７　保育の施設・サービスや高齢者等の施設・介護サービスの充実　50.3
　　８　学校教育や社会教育・生涯学習の場で男女平等についての学習の機会の充実　21.6
　　９　女性の生き方に関する情報提供や交流・学習の機会の充実　13.7
10  悩みや問題解決を助ける相談サービスの充実　25.8
11  各国の女性との交流や情報提供などの国際交流の推進　9.2
12  男女平等について理解を深める広報啓発活動の充実　18.0
13  その他　0.8
14  特にない　8.1　　　　　　　　　　　　　　　　　無回答　15.0
（８）最後にあなた自身のことについて、おうかがいします。　　　　　　　　　
	あなたの性別
【1,657件】
	　１　男性　41.5　　　　２　女性　52.8　　　　無回答　5.7

	あなたの年齢

【1,657件】
	　１　20歳代　8.3　　  ２　30歳代　15.3　　３　40歳代　14.8
　４　50歳代　17.9　　 ５　60歳代　20.0　　６　70歳以上  18.2
      無回答　5.5

	あなたの職業

【1,657件】
	　１　勤め人（パートタイム・アルバイト、非常勤などを含む）　45.4
　２　農林漁業・商工自営業　6.5　　３　家族従業者　3.2
　４　自由業　3.4　　　　　　　　　５　内職　1.9
　６　専業主婦・主夫　12.7　 　　　７　無職　18.2
　８　学生　1.8　　　　　　　　　　９　その他　0.4
　　　無回答　6.6

	＜１とお答えの方＞

就労形態
【753件】

	１　常勤の仕事　67.1
２　パートタイム・アルバイト、非常勤など　31.2
３　その他　0.4　　　　　　　　　　　　　無回答　1.3

	結婚【1,657件】
	　１　結婚している（事実婚や別居中を含む）　66.0
　２　結婚したが離別・死別　9.4　　３　結婚していない　13.5
　　　無回答　11.2

	＜１とお答えの方＞

共働きの有無
【1,093件】
	１　共働きである　46.0
２　共働きではない　46.5　　　　　　　　　無回答　7.5

	お子さんの有無

【1,657件】
	　１　いる　69.0　　　２　いない　18.3　　　無回答　12.7

	家族構成
【1,657件】
	　１　ひとり暮らし　7.1
　２　夫婦のみ（一世代家族）　23.4
　３　親と子ども（二世代家族）　41.9
　４　親と子どもと孫（三世代家族）　16.8
　５　その他の世帯　1.4　　　　　　　　　　　無回答　9.4



· 男女共同参画に関するご意見・ご感想がありましたら、お聞かせください。

※書ききれない場合は裏面の余白にご記入ください
ご協力ありがとうございました。

セクシュアル・ハラスメント：相手の意に反した性的な言動のこと。不必要に体にさわる、性的な関係を強要する、性的なうわさを流す、多くの人が見る場所にわいせつな写真などを貼るなど、いろいろなかたちのものがある。職場だけでなく、地域や学校などでも問題になっている。








ファミリー・サポート・センター事業：育児・介護を応援してほしい人（依頼会員）と応援したい人（提供会員）が有償で相互援助を行うシステム。





女性専門外来：女性特有の疾患に対応するため総合的な女性の医療を目的に設置されたもの。女性の身体的症状、精神的な不安などについて女性医師が総合的な診療を行い、必要があればそれぞれの専門医に紹介し、適切な医療が受けられるよう支援する。





ご記入に際してのお願い





この調査票は、封筒のあて名の方がご記入ください。


回答は、該当する番号を○印で囲んでください。「その他」を


選ばれた場合は、（　　）内に、具体的にご記入ください。


質問によっては、回答していただく方が限られる場合がありま


　　　すので、案内にそってお答えください。


記入された調査票は、無記名のまま、同封の返信用封筒に入れ


て、１０月１８日（木）までにポストにお入れください（切手


は不要です）。


この調査についてのお問い合わせは、下記までお願いいたし


ます。








PAGE  
- 103 -

